
一

様

論

叢

第
三
ヤ
五
巻
第
五
銭

18 

同
心
図
的
手
法
に
よ
る
図
際
貿
易
の
幾
何
撃
的
分
析

は
し
が
き

krMM-HL032
が
無
差
別
曲
線
群
を
宮
山
田
田
宮
山
己
主
名
づ

け
る
一
定
黙
を
中
心
と
す
る
同
心
固
で
あ
ら
わ
し
わ
配
、
彼
一
は
無

差
別
曲
線
の
性
格
を
不
営
に
撹
張
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
普
通

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
ニ
吹
元
の
グ
ラ
フ
の
第
一
象
限
に
無
差
別

曲
線
を
措
く
時
、
そ
れ
は
、
右
下
り
で
原
黙
に
劃
し
て
凸
で
あ
る

を
偲
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
主
同
時
に
ζ

の
無
差
別
曲
拍
酬

は
任
意
の
ス
官

1
プ
を
持
つ
諜
算
直
結
左
接
す
る
こ
と
が
可
能
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
無
差
別
曲
線
上
の
任
意
の
鮪
は

ニ
財
の
或
る
量
の
組
合
せ
を
あ
ら
わ
す
が
、
そ
れ
は
消
費
者
の
謹

揮
行
震
を
前
提
と
し
、
選
揮
は
常
に
一
定
の
環
境
の
も
と
に
お
い

て
の
み
え
同

B
Z
m乙
で
あ
り
、
珠
算
直
線
は
正
に
こ
の
環
境
を
あ

柴

裕

田

ら
わ
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
無
差
別
曲
線
と
し
て
の

国
は
こ
の
僚
件
を
充
す
部
分
だ
け
が
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、

彼
は
不
営
に
も
他
の
部
分
に
も
意
味
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
又
、

σ回
目
白
血
宮
山
口
け
も
二
財
の
組
合
せ
量
を
あ
ら
わ
す
と
L
」
が
出
来
る

と
考
え
て
い
る
が
、
固
の
中
心
は
圏
内
の
射
で
あ
っ
て
も
園
周
上

の
賄
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
無
差
別
曲
線
上
の
黙
で
は
な
く
、
従

っ
て
宮
山
回
目
旬
。
日
与
に
封
す
る
彼
の
考
え
は
正
し
く
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

F
 

ラ
I
ナ
ー
の
こ
れ
ら
の
誤
り
は
、
無
差
別
曲
線
群
を
同
心
闘
で

あ
ら
わ
ナ
こ
と
は
、
一
づ
の
作
固
上
旬
便
宜
に
過
ぎ
な
い
の
に
、

同
心
園
そ
の
も
の
に
経
椿
皐
的
意
味
を
興
え
た
矯
で
あ
る
。

然
し
、
無
差
別
曲
練
群
を
同
心
固
で
あ
ら
わ
す
こ
と
は
「
作
園

を
簡
阜
、
旦
正
確
に
す
紀
」
と
い
う
大
き
な
長
所
を
持
つ
て
い
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る
。
小
島
清
氏
は
最
近
の
一
連
の
注
目
す
べ
き
諸
論
文
に
お
い

て
、
無
差
別
曲
線
の
み
な
ら
ず
、
控
形
曲
線
を
も
固
で
あ
ら
わ
ナ

手
法
を
と
る
と
と
に
よ
っ
て
こ
の
長
所
を
十
分
に
利
用
し
て
い

る。
同
心
固
に
よ
る
手
法
は
翠
に
作
固
上
、
便
利
で
あ
る
の
み
で
な

く
、
無
差
別
曲
繰
及
び
鑓
形
曲
繰
を
国
函
数
を
以
て
あ
ら
わ
ナ
こ

と
に
よ
っ
て
、
均
衡
分
析
の
敷
率
的
表
現
を
容
易
に
す
る
と
い
う

今
一
つ
の
長
所
を
持
っ
て
い
る
。

本
稿
は
閤
際
貿
易
の
幾
何
串
的
分
析
に
小
島
氏
が
用
い
た
同
心

固
的
手
法
の
持
づ
「
正
確
」
さ
を
数
字
例
並
に
数
皐
的
表
現
を
も

っ
て
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
せ
て
、
と
の
手
法
の
持
つ
限

界
を
も
明
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
レ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
小

島
氏
の
前
掲
諸
論
文
(
特
に
英
文
論
文
)
の
補
充
と
し
て
の
役
割
を

果
す
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
小
島
氏
の
諸
論
文
に
お
け
る
と
同
様
、
ド
イ
ツ
及
び
英

国
の
二
園
が
存
在
す
る
も
の
と
し
、
南
園
と
も

X
財
と

Y
財
を
生

産
、
消
費
す
る
も
の
と
す
る
。

19 

(
附
記
)
昭
和
三
十
年
十
一
足
九
日
、
洞
戸
大
事
に
お
い
て
、
小
島

靖
氏
の
「
経
済
成
長
と
図
際
貿
易
」
と
題
す
る
研
究
護
表
が
あ
っ
た
。

伺
心
間
的
手
法
に
よ
る
劉
際
貿
易
自
幾
何
率
的
分
析

私
は
小
島
氏
の
報
告
の
後
で
、
同
氏
の
同
心
国
的
手
法
に
つ
い
て
若

干
の
コ
ン
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
そ
れ
は
木
稿
の
第
四
節
に
あ
た
る
部

分
で
あ
る
。
そ
の
後
、
私
は
同
心
間
的
手
法
全
般
に
闘
す
る
考
を
ま

と
め
て
本
稿
の
奮
稿
恨
あ
た
る
も
の
を
作
成
し
、
小
島
氏
に
惑
っ
て

批
剣
を
求
め
た
。
同
氏
か
ら
は
、
主
と
し
て
、
第
四
節
に
あ
た
る
部

分
に
闘
し
て
、
二
度
に
わ
た
る
長
文
の
私
信
に
よ
る
貴
重
な
批
剣
と

御
敬
一
氷
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
呆
、
本
稿
は
奮
稿
に
比
べ
て
多
く

の
賭
で
改
善
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
勿
論
、
木
稿
の
内
容
に
つ
い
て

は
私
一
人
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
殊
に
第
四
節
に
つ
い
て

は
、
私
は
小
島
氏
の
全
面
的
な
同
意
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
同
氏
の
鋭
い
批
剣
に
も
拘
ら
ず
、
奮
稿
以
来
の
私
の
考
を
本
質

的
に
鑓
え
る
こ
と
が
出
来
ぬ
ま
」
に
、
木
稿
に
護
表
せ
ぎ
る
を
得
な

か
っ
た
。

(
1
)
k
r
.
句
・
ド
白

B
2
¥
h同，
H
H
O
U芯
m
g
E
B主同
g
-
m
4
5聞のロ
a

s
t
oロ
え
り
OBHHHHm凶の
oロ円
H
E
o口白
H口
同
三
回
叶

HMR昨日
0ロ
hHHJ門
g
'

含
・
雪
国
白
血
血
3
E
H凶

2
5
5
5
k
p
E
H可回目白・

5
E・。・

H
C
H
t

H
N
N
・

(

2

)

閃
・
肉
。
]
日

ghHwhh
悶
ρ
ロ門戸同
σ江
口

H
H
H
E
H口
件
。
叶
口
白
昨
日

0ロロ円吋
g
a

《
凶

O
H
K
F
E担
M
H
S
B一日
h
E
E
-
k
r
s
-宮
山
由
。
同
匹
。
。
伊
師
自
己
片

岡
出
円

H
B色
白
川
町
。
。
己
-
w
w
h
a
A
E
O
K
Mロロ
m
H
2
0同

5
0
出回仲。
ZHHa

σ
S
E
p
o
o
p含
B
可
-J10H・
J1H・
2
。・

H
0
2・
5
M
M・
o・
3

(

3

)

小
島
清
「
貿
易
利
益
白
再
吟
味
」
一
橋
論
議
二
九
五
四
・

八
。
同
「
図
際
貿
易
心
均
衡
僚
件
」
印
税
済
研
究
、
第
六
巻
第
三
抜
。

同
「
料
済
成
長
と
図
際
貿
易
」
一
橋
大
拳
創
立
八
十
周
年
記
念
論

，r 

4 
3 
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五
巻
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五
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集
、
下
容
。
及
び
詮
(

2

)

の
英
文
論
文

Q

本
稿
に
主
と
し
て
関

係
が
あ
る
白
は
最
後

ω
ニ
ワ
の
論
文
で
あ
お
。

貿
易
開
始
前
の
ド
イ
ツ
市
場
の
均
衡
欣
態
は
第
一
闘
の
第
一
象

限
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
時
世
形
曲
棋
(
国
)
は
共
式
で
あ

ら
わ
さ
れ
る
。

(
H
-
H
)

晶、+九日、

勿
論
、

a
w
v
N
O
で
あ
る
。
又
、
無
差
別
曲
線
は

o
鮪
(
そ
の
座
棋

は
a
・∞立
-
K
F

・H
E

〉
を
中
心
と
す
る
同
心
固
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の

ξ
す
れ
ば

(

H

-

N

)

(

a

-

∞E
l
a
)
同l
T

(

品・口。!日、)同
H
H
三時

(
H

・
6
式
の

m
、

g
に
づ
い
て
は
、
「
は
し
が
き
」
で
の
ベ
た
無

差
別
曲
線
の
性
質
か
ら
、
お
川
肌
m-
∞
N
P
目前官
-
H
立
と
い
う
制
限
が
興

え
ら
れ
る
。
町
は
無
差
別
曲
繰
(
園
)
の
A
T
径
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
原
賄
と
無
差
別
曲
線
と
の
距
離
を
も
示
ナ
か
ら
、
無
差
別
曲
拍
臓

の
満
足
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す
指
標
で
も
あ
る
。

(
H

・
6
式
に
お
い
て

g
H品・
0
8
と
す
れ
ば
、
こ
の
特
定
の
無

差
別
曲
繰
(
園
)
は
九

(
H
-
H
)

式
の
襲
形
曲
繰
(
園
)
と

9
鈷
に

yn 

n
3
a守

J 
B 

8 

25i語
Px 

、
(ドイツ〉第一圃
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お
い
て
接
ナ
る
o
n
J結
の
座
標
は
な
・

2
N凶
N
S∞
)
で
あ
列
。

黙
を
、
通
っ
て

0
と

e
を
結
ぶ
直
線
に
垂
直
に
直
線
を
引
け
ば
、
こ

の
直
線
は

ダ

ゲ
財
の
債
格
を
そ
れ
ぞ
れ
p
h
、
p
り
と
し
、
線
支
出
額
を

M
と
す
れ

ば

(H・
6
h
H
H
H
-
m
ω

品
、
埋
3
1・
8

で
あ
る
。
企
・

6
式
の
直
線
は
グ
賄
に
お
い
て
制
捜
形
曲
線
(
国
〉

に
も
接
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

M
は
同
時
に
耀
所
得
額
に
等
し

ぃ。

官

H
H
l
H
・2
Z
+可・訟
ω

(

栓込山
W
C
)

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
(

H

・
6
式
は
珠
算
直
線
で
あ
る
か
ら
、

V
A
 

(
H
・
ω
)

m 、

(英国)

P .. 

宅、

‘ 

第二回

y 

B 

第
一
圃
の
第
一
象
限
か
ら
知
る
こ
と

は
、
貿
易
開
始
前
の
均
衡
扶
態
に
あ
る
ド

イ
ツ
に
お
い
て
は
、

X
及
び

Y
財
は
各
ぺ

ω
・合
N

皐
位
と

N

・0
∞
∞
皐
位
と
が
生
産
並

に
消
費
さ
れ
、

X
財
債
格
の

Y
財
債
格
に

劃
す
る
比
は

H

・8h円
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
若
し
、

X
財
の
均
衡
債
格
を
同
》
E
H

N

・0
0
0

と
仮
定
す
れ
ば
、

Y
財
の
均
衡
債

格
は
匂
芭
H
H
-
N主
で
あ
り
、
均
衡
支
出

額

(u均
衡
所
得
額
)
は
民
町
H
唱・
ω
∞
。
で

あ
る
。

$upply Cu門 e

Demand Curve 

4;3 
3.2切

E 

貿
易
開
始
前
の
英
園
市
場
の
均
衡
朕
態

依
第
二
闘
の
第
一
象
限
に
示
さ
れ
る
も
の

483 

内
d

問
心
図
的
手
法
に

k
る
図
際
貿
易
の
幾
何
率
的
分
析



一

橋

論

議

策
云
一
十
五
念
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第
五
裁

と
す
る
。
襲
形
的
競
(
国
)
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
の
揚
合
と
同
じ

俵
定
を
設
け
る
が
、
無
差
別
曲
椋
(
国
)
は
，
o
貼
(
そ
の
座
標
は

品・ロ

a
b
-
g
C
を
中
心
と
す
る
同
心
固
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
固
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
英
図
で
は
貿
易
開
始
前
の
均
衡

朕
態
に
お
い
て
は
、

X
及
び

Y
財
は
各
止
、

N
・0
∞
∞
間
単
位
と
Z
H
N

眼
中
位
が
生
産
し
、
消
費
さ
れ
、
も
し
、

X
財
の
均
衡
債
格
を
』
M
a
O

H
M
-
N
盟
主
仮
定
す
る
た
ら
ぽ
、

Y
財
の
均
衡
債
格
は

H
V
Z
H

で
あ
っ
て
、
均
衡
支
出
額

(
H
均
衡
所
得
額
)
は
同
t
H

N
.
0
0
0
 

。・
u
∞
。
で
あ
る
。

(
1
)
e
結
白

z
、

大
き
さ
を
持
つ
。

U
各
座
標

ω
二
倍
の

り
d

各
座
標
は

g
鮎
の

g

、

以
上
の
こ
と
を
一
般
的
に
の
ペ
る
。

無
差
別
曲
線
群
た
る
同
心
国
の
中
心
の
座
標
を
(
へ
、
込
、
、
)
と
す

れ
ば
、
お
と

y
を
X
財
及
び

Y
財
の
需
要
量
と
し
て
、
無
差
別
曲

線
群
を
あ
ら
わ
す
方
程
式
は
、

。・
H

)

(

詩、、
l
h自
)
帥
+
(
培
、
、
ー
も
凶

HHP回

内
は
字
程
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
は
前
節
で
の
ペ
た
。
又
品
川
h
k
J

荒
川
也
、
、
の
制
限
を
奥
え
る
べ
き
こ
と
も
低
迷
の
通
り
で
あ
る
。

諜
算
直
繰
は
衣
式
で
興
え
ら
れ
る
。

(
N
・

6

p
・h
目

+
H
J

・噌
H
M
h

記
披
に
づ
い
て
は
前
節
で
の
ベ
た
。

消
費
者
の
行
活
が
極
大
崎
山
中
の
原
則
に
従
う
こ
と
を
示
す
行
動

方
程
式
は
決
式
で
興
え
ら
れ
る
。

(
N
・6
H

》

L
H
V喧
H

H

(

皆、、
l
h明〉¥(培、、ーも

以
上
の
三
グ
の
式
は
、
二
財
の
需
要
量
を
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

一
方
、
二
財
の
供
給
量
を
決
定
ナ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
，
m
と，
y
を

X
財
及
び

Y
財
の
供
給
量
と
し
て
、
費
形
曲
線
を
一
示
ナ
方
程
式
、

(
N
・
品
〉
帆
問
、
日
+
官
、
回
日
『
句
時

並
に
生
産
者
の
行
常
が
利
潤
極
大
原
則
に
従
う
ζ

と
を
示
寸
行
動

方
程
式
、

(
N
-
M一
)

目、、守、
H
M
M
L
H
d

の
ニ
ケ
の
式
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
。
・

6
式
に
お
い
て
、

形
曲
線
(
国
)
の
今
径
で
あ
っ
て
、
叉
、
h
K
N
o
w
培
、

W
。

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

円
は
援

で
あ
る

以
上
の
五
ヶ
の
方
程
式
に
、
二
財
の
需
給
の
一
致
を
示
す
ニ
ヶ

‘ i 
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の
式(

N
・
0〉

a
H
h
目
、
(
N
・
叶
)
官
H
H
官
、

を
加
え
た
七
ヶ
の
式
が
一
つ
の
園
の
貿
易
開
始
前
の
圏
内
市
場
の

均
衡
を
あ
ら
わ
ナ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

う
ち
、
(
N
・

6
式
と
(
N
・

3
式
の
い
ず
れ
か
一
ヶ
は
濁
立
で
な
い

mb~、
均
衡
方
程
式
シ
ス
テ
ム
は
六
ケ
の
式
か
ら
な
る
o

又
、
シ

ス
テ
ム
に
合
ま
れ
る
費
教
の
う
ち
、
よ
と
H
Y
及
び
円
は
蛍
然
コ
ン

ス
タ
ン
ト
な
構
造
係
数
と
椴
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
残
さ
れ

た
襲
教
は
、

m、

y、
，
m
、
，

y、
民
、
九
、
(
畑
及
び
町
の
八
ヶ
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
う
ち
ニ
ヶ
を
所
輿
と
す
れ
ば
、
盟
系
は
一
義
的

に
解
か
れ
る
。

第
一
節
で
ド
イ
ツ
(
或
は
英
園
)
に
つ
い
て
の
べ
た
こ
と
は

。-C
I
G
-
3
式
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

た
構
造
係
教
を
旬
、
、
H
S
N
P
官
、
、
H
Z
R
3
H
P
。
。
。
(
或
は

お
、
、
H
H
#
・
口
晶
、
官
、
、
H
m
-
∞
N
h
f
3
H
P
g
o
)
と
し
、
所
輿
と
す
る
費
敷

に
つ
い
て
は
、
吋
a
H
N
・
0
8
w
h
h
H
S
∞
。
(
或
は
H
J
H
H
H
-
N
N
p

h
h
H
申
・
ω
∞
。
)
と
し
て
、
と
の
シ
ス
テ
ム
を
解
い
た
も
の
に
他
な
ら

た
い
。
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ハ
1
)

'""、同 F。心。
堕 式
町 四

手"

fg 
E逼
U 者
図 m

竪靖
具 足
易 F の

の ~n

需要
警反
田 比
分 刷

析 デ
る
泊ミ

ら
、
・
匂
(
時
泊
目
、
)
H
(
崎
、
、
i
H
)
開
+
ハ
官
、
、
l
山
首
)
悼
を
(
N
-
N
)
式
白
、
a
-
H

+
匂
て
培
H出
向

h
o
o口
三
・
の
俊
件
の
も
と
マ
梶
山
少
に
す
る
お
、
M
3

0
依
白
満
ナ
俊
件
か
ら
求
め
ら
れ
る
。

(
2〉
t

努
形
幽
線
に
開
聞
ナ
る
の
・
出
m
w
H
U

白ユ
2
以
来
の
偉
統
と
は
異

る
が
、
問
題
を
皐
的
に
次
の
よ
う
に
構
成
し
た
方
が
よ
い
。
即
ち
、

販
貰
額
、
吋
(
a
J

培
、
)
H
H
d
-
H
、
+
N
V
て
培
、
を
H占

1
T
K
N
H
3
同
H
g
m
仲
・

を
僚
件
と
し
て
極
大
化
ナ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
白
こ
と
は
資
源
量

一
定
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
利
潤
極
大
化
白
問
題
に
等
し
い

O

Q
・
3
式
は
こ
の
販
頁
額
を
極
大
化
ナ
る
偽

ω
、
jz
、
F
Y
白
値
が

満
足
ナ
る
録
件
か
ら
求
め
ら
れ
る
。

(
3
)
(
N
・

3
l
Q・
3
式
か
ら
ど
と
，
y
を
消
去
ナ
れ
ば
次
白
玉
ク

の
式
と
な
る
。

(
H
)
(
由
、
、
!
と
M
I
T
(
夫
、
l
S
M
H
J
同

(

N

)

匂
て
日
十

3
・
世

HH国
内

S
N
d
¥
3
H
(
呂
、
、
|
骨
)
¥
(
培
、
、
|
培
)

会
)
H
同
+
目
、
H
3
M
(
M
)
培
¥
出
H
N
J
¥
H
M也

右
白
玉
ヶ
白
式
白
う
ち
、
川

w
l刊
式
を
連
立
さ
せ
る
時
(
H
Z
、

f、

円
を
コ
ン
ス
タ

y
ト
な
値
と
し
、
叉
、
九
と
M
を
所
奥
と
し
て
)
、

そ
白
幾
何
拳
的
意
味
は
、

ω式
白
固
と
mw
式
。
直
線
が
接
し
、
且
、

と
の
接
駄
で
、
刊
式
の
固
と
も
接
す
る
こ
と
マ
あ
る
。
叉
、
仰
、

mw、
ゅ
、
及
び
例
式
を
連
立
さ
せ
て
も
そ
白
幾
何
拳
的
意
味
は
前

の
場
合
と
等
し
い
。
郎
ち
、
例
式
又
は
mw
式
白
利
れ
か
一
ヶ
は
濁

立
で
は
な
い
。

〈

4
)

貸
際
に
お
い
て
所
奥
と
な
し
得
る
襲
設
は
、
第
一
印
刷
。
鎗
一
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第
五
裁
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象
限
を
見
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
H
Z
、
H
B
及
び

η
が

ヨ

シ

λ

R

Y

ト

で
あ
る
限
p
、
九
、
品
、
及
び
M
O
う
ち
の
二
少
で
あ
る
。

(

5

)

第
一
節
で
と
っ
た
実
際
の
手
績
は
、
内
を
岡
上
で
解
章
、
こ

。
値
と
D

吋
を
所
奥
と
し
た
も

ω
で
あ
る
。

前
節
の
む
-
C
I
G
-
3
式
の
シ
ス
テ
ム
が
解
か
れ
た
も
の

と
し
、
そ
の
時
の
無
差
別
曲
繰
(
固
)
の
キ
径
を
川
と
し
、
線
支

出
額

(
H
線
所
得
額
)
を
品
と
し
主
う
。
こ
の
貿
易
開
始
前
の
均

衡
献
態
に
お
け
る
(
以
下
、
圏
内
均
衡
賄
に
お
け
る
、
と
略
轄
す

る
〉
無
差
別
曲
線
(
固
)
の
宇
穫
を
む
・

0
式
の
引
に
代
入
す
れ

ば
、
，。

-

H

)

(

泊
、
、
|
邑
日
+
(
也
、
、
ー
も
H
『

z
。凶

・
右
式
は
圏
内
均
衡
賄
に
お
け
る
等
し
い
高
さ
の
満
足
の
指
標
を
持

つ
二
財
の
組
合
せ
を
示
す
特
定
の
無
差
別
曲
線
で
あ
る
。

同
様
に
品
を

(
N
-
N
)

式
に
代
入
し
て
書
き
か
え
れ
ば
、

。・

0
6、
官
日
|
(
〉
¥
〉
)
・
治
+
畑
町
。
¥
〉

こ
の
式
は
一
定
の
線
支
出
額
凪
に
劃
す
る
珠
算
直
繰
で
あ
る
。
消

費
者
が
極
大
満
足
の
原
則
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
す
る
た
ら
ば
、

J 

0
・
C
式
の
園
の
切
繰
と

(ω
・
0
6、
式
の
直
線
と
は
同
一
の
も

の
で
あ
る
か
ら
衣
の
二
式
を
得
る
。

0
・
0
6、
同

M
L
H》
q
H
H
(
柱、、
l
h胃〉¥(司、、ーも

c
g、

R
H
Hヰ
ム
川
内
-
a

4

日『

l
司

会
・
。
ω

)

、
式
は
い
う
ま
で
も
た
く
(
N
・
3
式
と
同
一
の
も
の
で
あ

る
。
(
い
。
ω
〉
、
及
び

(ω
・
2
〉
、
式
を
整
理
し
て
共
の
二
式
を
得
る
。

。-s
a
N
d
H
H
¥
{
ご
+
ム
川
?
と
¥
l
h
h
H同
l
↑

K
F
/
4
N
H
!
日
、
¥
¥
坦
:
!
日
『
』

(ω
・
ω〉

H
J
H
H
K
C
+
九
川
崎
i

・と

ー

ペ

目

、

!

日

、

¥

右

の

な

-
C
l
Q・ω
)
式
は
圏
内
均
衡
貼
に
お
け
る
こ
財
の

需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
(
い
・

6
式
と

(ω
・
3
式
は
X
及

び
Y
財
の
需
要
方
程
式
で
あ
り
、
。
-
H
)

式
は
こ
の
J
O
需
要
方
程

式
の
相
互
依
存
闘
係
を
示
す
僚
件
式
で
あ
る
。
こ
の
需
要
決
定
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
方
程
式
は
コ
玄
、
費
敢
の
う
ち
、
，
z
と

f
は
前

節
で
の
ベ
た
よ
う
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
構
造
係
数
、

M
判
と
仰
は
所

興
で
あ
る
か
ら
未
知
数
は
九
、

D
打、

m
及
び

y
の
四
ヶ
で
あ
る
。

即
ち
二
財
の
債
格
比
句
人
、
喧
に
種
A

の
値
を
奥
え
る
た
ら
ば
そ

れ
に
艶
臆
す
る
こ
財
の
需
要
量
応
、

yは
む

-
C
l
公・

6
式
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か
ら
求
め
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
例
え
ば
p
h
(
又
は
P
H
)

に
種

種
の
値
を
興
え
る
た
ら
ば
そ
れ
に
針
臆
し
て
P
H
(
又
は
九
)
の
と

る
値
が
定
ま
り
、
丸
、

p
り
に
そ
れ
ぞ
れ
封
臆
す
る

m
及
び

y
の
値

が
求
め
ら
れ
る
。

。・

6

|
。・

6
式
に
基
い
て
こ
財
の
需
要
曲
線
を
二
次
元

の
グ
ラ
フ
に
描
く
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
節
で
の
ベ
た
場
合
に
づ

い
て
い
え
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
値
と
し
て
、

g
l・cccu
民

H。・ω∞。袖
h

目、、Hm-∞NKHu官、、HKH・ロ
a
を
血
六
え
て
、
と
れ
ら
の
値
で

置
き
か
え
ら
れ
た

Q
・
6

|
公・

6
式
に
お
い
て
P
H
に
零
よ
り

順
次
大
な
る
値
を
奥
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
債
に
劃
臆
す
る
九
、

Z

及
び

y
の
値
を
求
め
る
。
第
一
闘
の
原
鮪
よ
り
下
の

Z
軸
に
p
h
の

値
を
、
原
賠
よ
り
左
の

y
軸
に
P
H
の
値
を
目
盛
っ
て
、
上
越
の
p
h

と

m
及
び
p
りと

g
の
闘
係
か
ら
各
々
一
第
四
象
限
と
第
二
象
限
に
描

か
れ
た
曲
棋
が
、
圏
内
均
衡
鮪
に
お
け
る

X
及
び

Y
財
の
需
要
曲

様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
需
要
曲
棋
に
づ
い
て
特
長
的
な
こ
と
は
、

X
財
の
そ

れ
に
?
い
て
は
、

HVN川肌
ω
・
ω
N
N
で

(Hvanu・
ω
N
N
の
時
、
治
H
N
・
∞
N
A
F

で
且
匂
喧
日
付
。
)
、

Y
財
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
司

m
g
-
S
U
(
H
J

n
g
-
s
u
の
時
、
目
、
H
0・H
誌
で
且
H
Mお

H
O
)
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

関
心
国
的
手
法
に
よ
忍
図
際
貿
易
の
幾
何
事
的
分
析

が
、
こ
の
こ
と
は
こ
の

J

の
需
要
曲
棋
が
了
シ
ャ

J
hそ
れ
と
具

っ
て
相
互
依
存
的
で
あ
る
こ
と
の
営
然
の
結
果
で
あ
る
。

第
二
国
の
第
四
及
び
第
二
象
限
に
、
英
園
の
圏
内
均
衡
黙
に
お

け
る

X
及
び

Y
財
の
需
要
曲
棋
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

措
き
方
及
び
性
質
は
、
ド
イ
ツ
の
場
合
の
お
と

y
を
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
か
ら
、
こ
与
に
繰
返
さ
な
い
。

さ
て
、
前
節
の

(
N
・
6
及
び

(
N
・
3
式
か
ら
弐
の
ニ
ヶ
の
式

を
得
る
。

(ω
・
6

(
ω
-
U
)
 

右
の
ニ
ヶ
の
式
は
ニ
財
の
供
給
を
決
定
す
る
式
で
あ
る
。
前
述
の

二
財
の
圏
内
均
衡
賄
に
お
け
る
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
p
h

に
零
か
ら
順
決
大
な
る
値
を
興
え
れ
ば
、
そ
れ
に
封
躍
す
る
P
H
の

値
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
九
と
P
刊
の
一
封
の
値
を
、

(
ω
-
C
1
(
ω
・

3
の
シ
ス
テ
ム
に
興
え
る
な
ら
ば
、
れ
は
コ
ジ

ス
タ
ン
干
な
構
遁
係
数
で
あ
る
か
ら
、
九
又
は
P
H
の
種
々
の
値
に

針
臆
す
る

X
又
は

Y
財
の
供
給
量
が
求
め
ら
れ
る
。
と
の
揚
合
、

487 



所
輿
と
さ
れ
る
こ
財
の
債
格
は
圏
内
均
衡
黙
に
お
け
る
債
格
で
あ

る
か
ら
、
。
・
$
1
0
・
3
は
、
圏
内
均
衡
黙
に
お
け
る
こ
財
の

供
給
決
定
シ
ス
テ
ム
を
あ
ら
わ
ナ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
と
れ
ら

の
種
々
の
p
h
と
九
に
艶
臆
ナ
る
J
Z
と，
y
の
量
を
圏
内
均
衡
賄
に
お

け
る

X
及
び

Y
財
の
需
要
曲
繰
を
描
い
た
象
限
に
、
需
要
曲
線
の

場
合
と
同
様
の
方
法
で
描
い
た
の
が
、
第
一
同
及
、
び
第
二
同
の
、

雨
園
の
圏
内
均
衡
賄
に
お
け
る
こ
財
の
供
給
曲
線
で
あ
る
。

。
・
C
l
公
・

6
式
の
圏
内
均
衡
黙
に
お
け
る
需
要
決
定
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
、
ニ
財
の
需
要
方
程
式
の
相
互
依
存
闘
係
を
示

す
僚
件
式
を
輪
駆
算
直
線
で
あ
ら
わ
す
よ
う
に
書
き
か
え
る
と
次
の

如
く
に
な
る
。

26 
‘-

(ω
伽
同
)
、

(ω-N)
、

一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
五
巻

第
五
緯

!
?
。
¥
大
ム
い
せ
町
一
+
也
、
、

ー

ー

ゆ

す

く

に

土

(

l
沖
)
回
一
+
也
、
、

。・

6
、
均
三
位
・
十
均
三
官
N
H
民
t

。
・
C
、
l
Q
-
N
〉
、
式
と
(
い
・
$
1
(
ω
・
3
式
か
ら
、

y
と，
m
又
は
，
g
の
聞
に
扶
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
る
。

若
し
『
氏
。
H
3
な
ら
ば

(→ 

f 

(
ω
・
0
3
、
h
K
H
h
問
、
、
l
h
由
。
・
0
S
、
目
、
、
日
也
、
、
!
日
、

二
財
の
需
給
が
一
致
し
た
場
合
の
需
給
量
を
各
k

、
向
及
び
仰
と

す
れ
ば

。
・
。
可
)
、
h
g
H
h
民
、
¥
N
(
ω
・
。
∞
)
、
目
、
。
日
目
、
ミ
¥
N

(
ω
・
0
3
、
と
(
ω
・
。
∞
)
、
を
(
ω
・
C
M
)
、
と
(
ω
・
。
。
)
、
に
代
入
す
れ

支
、

m
又
は

。
・
0
甲
)
、
也
、
H
S
+
(
柱
。
l
S

0
・
H
O
)
、
官
、
H
3
+
(
可
。
ー
も

右
の
二
式
の
意
味
す
る
と
を
は
、
第
一
及
び
第
二
闘
で
い
え
ば

(
雨
聞
と
も
3
H
S
だ
か
ら
)
、
需
給
曲
線
の
交
黙
を
通
っ
て
債

格
軸
に
平
行
線
を
引
け
ば
、
雨
曲
繰
は
こ
の
平
行
繰
に
づ
い
て
封

照
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

H

H

F

‘
。
。
#
コ
で
旦
、
3
e
Y
H
ぬ
と
す
れ
ば

。
-
H
H
)
、
位
、
H
(
治
ミ
・
l
h明
)

¥

良

心

-
H
N
)
、
日
¥
r
(
也
、
、
ー
も
~
足

、
二
財
の
需
給
が
一
致
し
た
時
の
需
給
量
を
的
及
び
れ
と
す
れ
ば

。
・
ロ
)
、
S
H
a
ミ
¥
(
H
+
ぬ
)
(
ω
-
H
C
、
3
H
官
、
、
¥
(
H
+
h
H
〉

右
の
ニ
式
を
伎
の

J

て
(
ω
-
H
H
)
、
1
!
な
・
山
N
〉
、
式
を
書
き
直
せ
ば
、

。
-
H
g
、
治
、
H
S
+
(
足
。
l
h明記
hH

。・

5
)、
司
、
H
目
、
。
+
(
可
。
ー
も
¥
ぬ

~(-【

488 
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右
の
二
式
の
意
味
す
る
こ
と
は
、
需
給
曲
繰
の
交
賄
を
通
っ
て
俣

格
軸
に
平
行
線
を
引
き
、
か
っ
、
こ
の
平
行
線
に
垂
直
に
直
線
を

引
く
と
き
、
と
の
直
線
が
需
要
曲
線
と
交
わ
る
黙
と
平
行
線
聞
の

距
離
に
と
R
を
乗
じ
た
も
の
が
、
こ
の
直
線
と
供
給
曲
棋
の
交
賠

(

8

)

 

正
平
行
線
の
聞
の
距
離
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
。

(

1

)

こ
の
需
要
曲
線
白
描
き
方
に
つ
い
て
、
私
は
H
-
H
W

・
4
ロ
E-

H
H
H
F
H
ロ
件
。
叶
ロ
己
目
。
ロ
H
H
H
A門

g円
同
叩
回
目
向
。
叶
吋
広
岡
山

σぽ
肘
同
口
F

P
口
問
。

河川
H
H
2
・
5
2
か
ら
多
く
の
一
示
唆
を
得
た
(
本
書
に
づ
い
て
は
、

私
白
書
評
が
図
際
終
済
且
干
曾
編
「
後
遊
園
の
経
済
護
展
」
図
際
経
-

済
第
七
援
、
匂
-
N
N
H
I
N
N
∞
に
あ
る
)

o

然
し
山
ウ
ィ
P
ア
ム
ズ
の

数
拳
的
表
現
は
誤
り
を
含
ん
で
い
る
。

(

2

)

例
え
ば
、
無
差
別
曲
線
の
性
質
か
ら
、

H
W
N
・∞
N
#

で
あ

り、

H
H
N
・∞
NAF

の

時

同
u
N
H
ω
-
U
N
N

で
あ
る
が
、

L
R
C
H
叩・
ω
∞O

だ

か
ら

-
P
M
U
-
U
N
N

で
あ
る
。

(
3
〉
第
一
ュ
、
第
五
及
び
第
六
聞
に
お
け
る
需
要
曲
線
と
供
給
曲
線

。
形
を
見
ら
れ
た
い
。

四

27 

第
一
聞
及
び
第
二
闘
で
は
、
。
(
又
は
，
o
)
射
を
中
心
と
し
て

圏
内
均
衡
黙
に
お
け
る
無
差
別
曲
様
、
(
園
)
の
A
T
笹
川
の
大
き
さ

を
持
づ
国
は
お
軸
及
び

y
軸
の
何
れ
と
も
交
わ
ら
な
い
。
従
っ

問
心
図
的
手
法
に
よ
る
図
際
貿
易
の
幾
何
拳
約
分
析

て
、
こ
の
特
定
の
聞
は

lw
之、a
な
る
ス
ロ
ー
プ
が
。
、

t
1
8

の
値
を
と
る
諜
算
直
線
と
接
し
得
る
こ
乏
を
示
し
て
い
る
。
即

ち
、
需
要
曲
線
に
づ
い
て
い
え
ば
、
ご
財
の
債
格
の
と
り
得
る
範

園
は
零
か
ら
、
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
制
限
さ

れ
る
償
(
橡
算
直
線
を
あ
ら
わ
す
方
程
式
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る

値
)
ま
で
で
あ
る
。

然
し
、
ヨ
ン
ス
タ
ン
ト
な
構
造
係
敷
で
あ
る
無
差
別
曲
線
(
固
)

の
中
心
。
(
又
は
，
e
)
が
異
っ
た
位
置
に
あ
る
た
ら
ば
、
川
の
宇

径
を
持
つ
特
定
の
聞
は

z
又
は

y
軸
の
何
れ
か
一
づ
或
は
雨
者

と
交
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
闘
は
第
二
固
に
お
け
る

o
賄
の
、

位
置
を
直
線
仰
の
延
長
上
に
移
動
し
て
会
H
M
・0
0
0
と
な
る
よ
う

に
作
闘
し
た
も
の
で
あ
る
。
。
賠
の
新
し
い
座
標
は

Q
・2
p

h
H
-
m

山
由
∞
〉
で
あ
る
。

。・

C
I
G
-
3
式
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

た
構
遺
係
数
と
し
て
、
治
、
、
H

可
・
ミ
?
培
、
、
H
H
品

-S∞
"
コ
H

#

・
。
。
。
と

し
、
所
輿
と
し
て
、

N
J
H
H
N
・0
8
w
h
h
H
ゆ

-ug
と
し
て
も
、
囲
内

均
衡
鮪
に
お
け
る
べ
，
z
と
え
，
y及
び
P
H
の
値
は
麗
ら
な
い
が
、

の
町
の
値
は
h
p

・0
8

か
ら

u
・8
0

に
た
る
。
然
し
、
第
三
固
か
ら

明
ら
か
た
よ
う
に
圏
内
均
衡
鮪
に
お
い
て
特
定
化
さ
れ
る
無
差
別
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一
橋
論
叢
第
一
一
一
十
五
倉

曲
線
は

h
q
u
u
u
b
訟

で

m
軸
と
交
わ
り
、

ζ
の
黙
で
の
接
続
の
ス

ロ
ー
プ
は
、

1
0・uahF
だ
か
ら
、

公
-

C

H

d

¥

H

J

八。・
ω
訟

の
揚
ム
口
の
ニ
財
の
組
合
せ
は
無
意
味
で
あ
る
。

第
三
園
の
第
四
及
び
第
二
象
限
に
は
、
前
節
で
の
ぺ
た
方
法
で

-
R
H
ご
∞
p
g
H
M
・
。
。
。
と
し
て
、

0
・
C1(ω
・
い
)
式
の
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
、

X
財
及
び

Y
財
の
圏
内
均
衡
離
に
お
け
る
需
要

曲
線
が
描
か
れ
て
い
る
。
然
し
、
二
財
の
債
格
比
が
公
-
C
式
の

値
を
取
る
と
と
が
出
来
た
い
か
ら
、
九
の
値
は
、
同
-M可
N
M
m
H
M
N

肌

ω-MZ
と
い
う
よ
う
に
上
限
と
下
限
を
持
っ
て
い
る
(
第
一
固

で
は
上
限
の
み
を
持
っ
て
い
る
)
。
所
で
p
h
が
上
限
を
持
ヲ
こ
と

は
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
の
持
づ
僚
件
か
ら
営
然
で
あ

ι叫
ん
、
九
を

rJ吋

N
川川
H
d

で
制
限
す
る
僚
件
は
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
に
存
し
な

い
。
従
っ
て
、
公
-
C
式
を
拒
否
す
る
僚
件
は
需
要
決
定
シ
ス
テ

ム
に
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
。
黙
が
第
四
闘
に
お
け
る
座

標
を
と
り
得
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

↓
般
的
に
、
限
ら
れ
た
値
の
ス
ロ
ー
プ
を
持
づ
珠
算
直
繰
と
の

み
接
し
得
る
と
い
う
保
件
を
無
差
別
曲
識
に
興
え
る
こ
と
は
出
来

た
い
。
第
四
闘
の

o
賠
が
意
味
の
あ
る
無
差
別
曲
線
そ
典
ぇ
、

旦
、
意
味
の
あ
る
需
要
曲
糠
を
導
き
得
る
矯
に
は
、
そ
の
座
擦
は

お、、川叫

-
Z
N
句、、肌品・

8
∞
で
、
均
衡
賠
に
お
け
る
無
差
別
曲
線
の

b
T
径
は

peM川
#
・
忽
∞
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
一
般
的
に
い
っ

て、
h

目
、
、
八
司
、
、
(
又
は
培
、
、
八
矢
、
)
の
時
は
お
、
、

WFae(又
は
司
、
、

wpe)

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

以
上
の
ベ
た

c
賄
の
座
標
〆
及
び

H
Yが
或
る
制
限
を
持
A
J

こ
と

は
、
。
・
C

|

(

N
・
3
式
の
汐
ス
テ
ム
で
仮
定
し
た
、
構
造
係
数

、
と
し
て
の
/
及
び

f
の
値
の

8
5
E
S
M可
の
性
質
と
開
係
が
あ

る
。
即
ち
、
我
々
は
(
e
J
培
、
、
)
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う

時
、
そ
れ
は
単
に
消
費
者
の
宮
丘
町
が
一
定
で
あ
る
と
仮
定
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ぽ
第
四
闘
の
第

一
象
限
に
お
い
て

c
射
が
特
定
の
座
標
を
と
る
と
い
う
と
と
で
は

な
い
。
従
っ
て
、
。
黙
が
第
一
象
限
の
ど
こ
に
存
在
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
経
由
時
事
的
な
意
味
を
全
然
持
た

b
吋
。
。
貼
が
我
々
の

シ
ス
テ
ム
に
矛
盾
を
生
じ
な
い
よ
う
た
座
擦
を
持
ヲ
と
考
え
・
て

も
、
そ
れ
は
、
ピ
及
び

f
の
値
の

g忠
告
の
対
主
は
矛
盾
は
し
な

い
。
端
的
に
い
っ
て

o
黙
は
作
圃
上
の
補
助
黙
で
し
か
な
い
。

然
し
、
も
し
、
。
貼
そ
の
も
の
に
経
梼
率
的
意
味
を
興
え
る
恥
、

叉
は

c
黙
が
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
に
経
梼
事
的
意
味
を
興
え
る

4ω 

率一←



な
ら
ば
、
我
々
は
、

(
N
・
6
i
Q・
ご
式
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

Hm
及
び
H
Yを
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
し
て
扱
お
っ
こ
と
は
出
来
な
い
。
従

っ
て
、
我
々
の
シ
ス
テ
ム
そ
解
く
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
で
あ
る

ハ
5
〉

B

つ。
(

1

)

一
一
一
角
の
相
似
か
ら
、
山
旬
、
、
H
H
唱×
ω・合

N+?"叶
・
ミ
〆
噌
、
、
H
H
唱

X
N
・0
∞∞

4
十
日
品
-
a
m
w
唱
で
あ
る
。

〈

2
)
H
W
N
・
ミ
〆
民
ι
H
唱
・
ω
∞
O
で
、
H
H
N
-
S
1
0
時
、
約
H
ω
・
M
G
K
F

だ
か
ら
、
H
M向
M
m
ω
-
M
2
で
あ
る
。

〈

3
)
H
U
H
H
-
u
ロ
の
時
a
H
M
・
申
3
3
H
主
H∞
w

喧

H
O
で
あ
る
。

M
M
m
o
八
H
M可
N
の
時
は
M
M喧
V
A
F
・
合
∞
で
あ
る
が
、
そ
白
時
Y
対
白
需

要
量
は
零
だ
か
ら
、
伊
八
H
-
M
芯
の
九
の
値
ホ

X
財
が
需
要
さ
れ

て
も
、
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
と
は
矛
盾
し
な
い
。

(

4

)

H

Z

叉
は
H
M
g

と

2
0
の
大
小
関
係
も
印
税
済
拳
的
意
味
を
持
た
な

い
0

3

0

0

伎
が
定
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
均
衡
駄
に
お
い
て
或

る
無
差
別
曲
線
が
田
切
な
は
可
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
ナ
る
に

ナ
ぎ
な
い
。

S
M
が
比
較
さ
れ
得
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
無
差
別
曲

線
群
。
他
白
国
白
宇
径
と
で
あ
っ
て
、
而
も
単
に
序
数
的
に
比
較

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

(
5
)
e
貼
を
宮
山
田
白
ゆ
O
山
田
仲
と
名
づ
け
て
経
済
拳
的
意
味
を
奥
え

る
こ
と
が
疑
問
マ
あ
る
今
一
つ
白
理
由
マ
あ
る
。
叉
、
こ
L

に
白

ぺ
た
麗
・
府
マ
、
私
は
小
島
氏
白
前
掲
論
文
「
経
済
成
長
と
図
際
貿

易
」
に
お
け
る

e
駄
に
欝
ナ
る
見
解
に
疑
問
を
持
っ
て
い
あ
。

開
心
倒
的
手
法
に
よ
る
筒
際
貿
易
自
幾
何
事
釣
分
街

(特殊ケース)第三掴

y 

6 ~ 
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一

橋

論

議

第
一
一
一
十
五
巻

第
五
貌

30 

主

第
一
聞
及
び
第
二
園
で
示
さ
れ
る
、
圏
内
均
衡
欣
態
に
あ
る
ド

イ
ツ
及
び
英
闘
が
相
互
に
貿
易
関
係
に
は
い
る
も
の
と
し
よ
う
。

闘
際
市
場
が
均
衡
す
る
時
の
園
際
債
格
比
率
及
び
雨
園
の
聡
出

入
財
と
轍
出
入
量
は
第
四
圃
で
興
え
ら
れ
る
。
第
四
聞
に
は
、
第

一
闘
の
第
一
象
限
の
園
を

m
軸
に
つ
い
て
封
照
に
第
四
象
限
に
描

き
、
第
二
闘
の
第
一
象
限
の
圃
を

y
軸
に
づ
い
て
封
照
に
第
二
象

限
に
描
い
て
い
る
。
第
四
聞
に
よ
っ
て
閏
際
均
衡
を
分
析
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

J
-
E
・
ミ

1
ド
に
従
っ
た
も
の
で
あ

る
。
ミ
1
ド
に
従
っ
て
、
雨
園
の
貿
易
無
差
別
曲
続
を
求
め
る
な

ら
ば
、
。
及
び
，
e
黙
を
中
心
と
す
る
同
心
固
に
主
っ
て
興
え
ら
れ

る
。
雨
園
に
お
い
て
、
貿
易
開
始
前
の
圏
内
均
衡
貼
に
お
け
る
こ

財
の
債
格
比
、

H
V
L
H
J
は
、
。
又
は
，
e
賄
を
中
心
と
し
、

b
T
径
を

ω
ξ
す
る
貿
易
無
差
別
曲
親
(
即
ち
圏
内
均
衡
賄
に
お
け
る
貿
易

無
4

差
別
曲
線
)
の
原
賄
O
に
お
け
る
ス
ロ
ー
プ
で
興
え
ら
払
記
。

共
に
オ
ッ
フ
ァ

1
曲
線
は
、
ド
イ
ツ
に
づ
い
て
は
、

e
と

c
を
結

ぶ
直
線
の
中
勲
、
即
ち
こ
の
場
合
は

9
黙
を
中
心
と
し
、
今
径
を

ザ
(
こ
の
揚
ム
口
一
は
也
、
H
品・

8
0
)
と
す
る
固
に
よ
っ
て
奥
え
ら
れ
、

英
図
に
つ
い
て
は
、
，
9
賠
を
中
心
と
レ
、
也
、
、
H
#・
。
。
。
を
宇
径
と

ハ
4
)

す
る
固
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
る
。
ご
っ
の
オ
ッ
フ
ァ

1
曲
線
の
交

黙
の
座
標
は
公
・

ω
E
L・ω
N
C
で
あ
る
。

貿
易
開
始
後
の
国
際
市
場
の
均
衡
蹴
態
(
以
下
、
園
際
均
衡
射

と
稽
す
る
)
に
お
け
る
雨
園
の

X
、
Y
二
財
に
封
す
る
需
要
量
は

弐
の
如
く
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
生
産
フ
ァ
ン
の
横
軸
と
縦
軸

を、

m
及
び
M
Y
軸
に
平
行
に
保
っ
た
ま
L
移
動
さ
せ
て
、
そ
の
コ

ー
ナ
ー
を
オ
ッ
フ
ァ

1
曲
線
の
交
黙
に
一
致
せ
し
め
る
。
新
し
い

位
置
の
雨
園
の
生
産
フ
ァ
ン
(
貼
線
で
描
か
れ
た
も
の
)
の
コ
ー

ナ
ー
と
C

(

又
は
，
c
)
黙
を
結
び
、
こ
の
置
線
と
、
射
線
で
描
ι削

れ
た
新
位
置
の
生
産
フ
ァ
ン
(
そ
れ
は
(
戸

ω
E
L・
む
と
そ
中
心

と
し
、

A
T
径
を
k
p

・
。
。
。
と
す
る
固
で
あ
る
)
と
の
交
賄
の
座
標
を

求
め
る
。
と
の
交
賄
を
ド
イ
ツ
の
場
合
は
れ
、
英
国
の
場
合
は
，
h

と
ナ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
標
は

3
宇
-
H
U
N
W
l
H
・2
6
w
h
N、。

(
l
H
-
M
宏
、
品
-
H
M
N
)

で
あ
る
が
、
仰
及
び
の
の

m
座
標
と

y
座
標

の
結
盟
値
は
、
ド
イ
ツ
及
び
英
国
の

X
財
と

Y
財
に
艶
ナ
る
均
衡

需
要
量
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

仰
の

m
座
標
及
び

U
座
標
の
値
か
ら
ニ
ワ
の
オ
y

フ
ア

T
曲
線

の
交
黙
の

m
座
標
及
び
旦
陸
一
様
の
値
を
引
い
た
差
の
絶
闇
値
は
、
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(図際宵衡)

そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
の

X
財
左

Y
財
の
均
衡
供
給
量
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も

ω
∞N
∞
で
あ
る
。
英
図
の
二
財
の
均
衡
供
給
量
一
も
同
様
の

方
法
で
求
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
N

・
∞
お
で
あ
る
。

間
際
債
格
比
卒
、
L
N
V
U

は
こ
う
の
オ
ッ
フ
ァ

1
曲
細
の
交
賄

左
原
黙
を
結
ぶ
直
線
の
ス
了
a

・
プ
で
興
え
ら
れ
る
が
明
か
に
ー
で

あ
る
。

z 

第四圃

第
四
闘
は
弐
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
園
際
均
衡
鮪
に
お
い
て

は
、
園
際
債
格
比
率
、
L
H
V
q
H
H

で
、
ド
イ
ツ
で
は
、
二
財
を
共

に
N
・∞
N
∞
だ
け
生
産
し
、
需
要
量
は

X
財
が
品
・
5

N

、
Y
財
は

己
主
で
あ
る
。
従
っ
て
、

H
V
L
N
J
H
H
H

に
従
っ
て

X
財
を
戸
ω
N
#

だ
け
轍
入
し
、

Y
財
を
H

・ω
匡
だ
け
聡
出
ナ
る
。
英
闘
の
欣
態
に

つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
揚
ム
口
の

X
L」

Y
を
換
え
れ
ば
よ
い
。

南
園
の
園
際
均
衡
黙
に
お
い
て
特
定
化
さ
れ
た
無
差
別
曲
繰

(
閏
)
の
今
径
は
ω
・

3
∞
で
あ
る
か
ら
、
貿
易
開
始
に
よ
っ
て
、

満
足
度
の
よ
り
高
い
指
標
を
持
づ
無
差
別
曲
繰
(
固
)
に
移
動
し

た
わ
け
で
あ
る
。

31 

(

1

)

門

U

同・し『・凶・出向。
p
a
p
k
r
の叩
C
H
H
H
m
H
H
パ可。同
H
ロ
R
H口hHHHC
ロ刊に

凶
，
叶
p
a
m
-
H甲
M
N
.

ハ2
)

Q

-

H

V
広
-
M
V
-
H
N
t
z
-

同
心
図
的
手
法
に
よ
る
図
際
貿
易
の
幾
何
拳
的
分
析
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一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
五
巻

策
五
醐
師

(
3〉

g
又
は
，
g
齢
制
に
お
け
る
各
図
白
無
差
別
曲
線
の
ス
ロ
ー
プ
に

そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
か
ら
。

(
4
Y

オ
ッ
フ
ァ
1
曲
線
に
ヲ
い
て
は
、
同
月
比
仏
・
切
・
巴
・
ォ
ッ
ア
7

-
曲
線
。
乙
与
で
の
べ
た
描
き
方
に
ヲ
い
て
は

kr・
]
V
-
F
2ロ
叩
叶
唱

。H
V

・
巳
f

H

U

・
H
o
m

を
参
照
。
オ
ッ
ア
ァ
1
曲
線
上
白
任
意
の
勤

と
原
駄

o
及
び
，
c
を
結
ん
で
そ
の
駄
を
内
と
ナ
れ
ば
角

scへ
は

常
に
直
角
で
あ
る
。

〈

6
)

第
四
国
に
お
い
て
、
直
線
叫
は
直
線
d
に
営
然
垂
直
だ
か

P
D

。

〈

7
)

直
線
d
の
方
程
式
と
、

ωを
中
心
と
し
、
宇
径
を
4
と
ナ
る

闘
の
方
程
式
を
連
立
さ
せ
て
求
め
た

z
、

F
の
値
で
あ
る
。

(

8

)

ド
イ
ツ
に
ヲ
い
て
は
次
白
如
く
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
第
四

聞
に
お
い
て
、

e
を
、
通
っ
て
王
制
に
、
叉
内
を
泊
っ
て
型
輸
に
そ

れ
ぞ
れ
平
行
線
を
引
き
、
そ
の
交
鮎
を
Q
と
せ
よ
。
三
角
形

S
S

に
お
い
て

6
8
H
可
・
可
吋
∞
で
あ
る
が
、
。
cbeH
品・
0
c
c
に
と
っ
て
あ

る
か
ら
さ
。

Hω
・
叶
吋
∞
で
あ
る
。

.晶.，、

園
際
均
衡
賠
に
お
け
る
ド
イ
ツ
及
び
英
国
に
お
け
る
こ
財
の
需

給
扶
態
を
別
A

に
示
し
た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
五
固
と
第
六
聞
の

第
一
象
限
で
あ
る
。

F
イ
ツ
の
揚
合
の
第
五
闘
に
づ
い
て
説
明
ナ
る
。

聞
に
お
い
て

(ドイツ〉第五回

y 

ワ

9 

す
混
同

pz

占

pua昆
ロ
耳
Ja

一

ω
3
M
4
 5 

町
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直
糠(。・

6
司

H
l
h明

+u・0Mm

は
曲
(
N
・
∞
N
∞
u
N
-
∞
N
∞
)
黙
に
お
い
て
、

b
T
径
3
H
#
・
。
。
。
で
原
射
を

中
心
と
す
る
費
形
曲
繰
(
園
)
に
接
し
、
内
出
(
品
-
H
M
N
W
H
・
8
6
黙
に

お
い
て
、
自
(
。
・
∞
E
u
k
宇
・
口
。
)
鮪
を
中
心
と
し
、

A
T
径
『
品
。
H
U
・

3
∞

の
無
差
別
曲
線
(
固
)
に
接
す
記
。

d
及
び
8

黙
の

m
座
標
と

y

座
標
は
そ
れ
ぞ
れ
園
際
均
衡
射
に
お
け
る

X
財
及
び

Y
財
の
供
給

量
と
需
要
量
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
第
五
節
で
の
ベ
た
遁
り
で
あ

る。

33 

所
で
第
四
固
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
無
差
別
曲
線
の
今
径
は
貿

易
開
始
に
よ
っ
て
#
・
8
0
か
ら

ω
・3
∞
に
短
縮
さ
れ
た
の
・
で
あ
る

か
ら
、
第
四
圃
の
第
四
象
限
で
い
え
ば
、
貿
易
開
始
前
の
圏
内
均

衡
鮪
に
お
け
る
珠
算
直
線
は
南
東
に
平
行
に
移
動
し
、
新
し
い
無

差
別
曲
線
に
と
知
念
-
E
H
W
I
N
-
N
O
C
で
接
す
る
筈
で
あ
記
。
こ

の
移
動
し
た
珠
算
直
線
は
り
u軸
を
司
H
H
|
∞
・
0
∞
∞
で
載
る
か
ら
、

出
向

H
唱
・
8
0
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
貿
易
開
始
に
よ
っ
℃

綿
支
出
額
(
日
線
所
得
額
)
は
。
・
ω
∞
。
か
ら
唱
・
8
0

へ
f
増
加
し
、

そ
の
差
額
。
-
M
N
O
は
貿
易
利
益
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
又
、
貿
易
開
始
に
よ
っ
て
、
満
足
度
の
よ
り
高
い
指
標
を
持
。

関
心
図
的
手
法
に
よ
る
図
際
貿
易
自
幾
何
拳
的
分
析

4 

無
差
別
曲
糠
(
園
)
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
の
兵
糧
的
な
内
容

で
あ
る
。

h
h
H
P
8
0
と
(
。
-
H
)
式
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
け
る

X
財
と

Y
財

の
園
際
均
衡
債
格
は

(
m
-
N
)
H
v
a
。
H
H
・
可
u

o

Q

・

3

N

M草
H
H
-
立
。

で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

輪
出
入
閥
係
に
つ
い
て
は
前
節
で
既
に
の
ペ
た
。
叉
英
園
の
園

際
均
衡
鮪
に
お
け
る
扶
態
は
第
六
闘
の
第
一
象
限
に
描
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
説
明
は
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
べ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ

る
。
勿
論
、
英
園
の
園
際
均
衡
賠
に
お
け
る
綿
支
出
額
(
締
所
得

額
)
は
h
h
H
3
0
0
で
ニ
財
の
均
衡
債
格
は
H
M
E
H
F
。
H
H
・
立
。

で
あ
る
。

(
1
)
d
及
び
8

駄
に
お
け
る
接
線
が
一
致
ナ
る
理
由
は
第
四
闘
を

見
ら
れ
た
い
。

(

2

)

第
四
闘
に
お
い
て
直
線
射
を
延
長
し
て

y
軸
と
の
交
駄
を

B

と
せ
よ
。
三
角
形

g
h
に
お
い
て
さ
H
H
U・
ミ
∞
だ
か
ら
相
似
聞

係
に
よ
っ
て
品
目
白
座
標
が
求
め
ら
れ
る
。

(

3

)

新
し
い
半
径
を
持
ヲ
無
差
別
曲
線
の
仇
貼
に
お
け
る
接
線

(
輸
措
算
直
線
〉
の
方
程
式
は
、

噌

HH・
8h宇
H+∞・0∞∞
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一
橋
論
・
叢

第
三
十
五
谷

第
五
裁

34 

所
で
第
一
節
由
。
・

3
式
に
見
る
よ
う
に
輪
開
算
直
線
白
常
設
項
は

垣
包
で
あ
る
が
、
〉
L
-
N
認
で
あ
・
る
か
ら
』
h
L
-
E
C
を
得

る。
七

以
上
、
園
際
均
衡
に
つ
い
て
の
ペ
た
こ
と
を
一
般
的
に
扱
っ
て

み
よ
う
。
園
際
均
衡
は
失
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
但
し

記
披
は
第
二
節
の
揚
合
と
同
じ
で
、
下
添
字

a
、
b
で
囲
別
を
示

し、

α
は
ド
イ
ツ
、

b
は
英
闘
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
し
ま
う
。

爾
園
の
無
差
別
曲
線
(
閤
)
を
示
す
式
、

Q
-
H
)
(
旬
、
、
a
l
h
惜
し
闘
牛
・
(
培
、
ド
!
日
E
X
H
『
星
回

Q
-
N
)
官
、
、
e
l
お
む
よ
人
培
、
、
。
!
日
な
)
同
日
『
E瞳

商
圏
の
珠
算
直
線
を
示
す
式
、

Q
・
6
H
V
2
・
p
+
町
宮
・
目
、
a
H
足
i

q
-
c
p
・3
+
H
J
0
・3
H
h
h

極
大
満
足
原
則
に
従
う
消
費
者
行
動
を
示
す
式
、

Q
・
6
H
U
E
-
》
苦
H
宏
、
、
s
l
p
ピ
(
司
、
じ
!
日
も

Q
-
m
)
匂
a
L
H
M
S
H
官
、
、
申
l
h
g
〉
¥
(
官
、
、
。
1
3
)

雨
園
の
費
形
曲
組
側
(
闘
)
を
示
す
式
、

(
U

可
・
3
f
h
官
、
~
+
司
、
~
H
『
富
国

(
u
w

・∞)hkg凶+目、、~"“『宮崎

極
大
利
潤
原
則
に
従
う
生
産
者
行
動
を
示
す
式
、

Q
・
3
日
『
、
L
h
k
a
H
M
v
q
k
H
V
E
Q
・

5
)
日
〉
守
、
。
リ
同
v
t
e
¥
M
V
S

以
上
の
各
式
は
第
二
節
の
シ
ス
テ
ム
の
最
初
の
五
ケ
の
式
に
相

臆
す
る
。
園
際
均
衡
シ
ス
テ
ム
に
特
長
的
た
式
は
次
の
各
式
で
あ

る。
二
財
の
需
要
供
給
が
園
際
市
揚
を
通
じ
て
等
し
い
こ
と
を
示
す

式、
(
可
-
H
C
h
q
s
+
h
g
H
h
官
、
a
+
h
官
、
v
Q
-
H
G
S
+
M
E
H
司
、
a
+
司
、
q

ド
イ
ツ
(
従
っ
て
英
園
)
の
貿
易
牧
支
の
均
衡
を
示
す
式
、

Q
-
H
C
Z
a
l
h
官
、
s
)
同
》
E
H
l
(
事
|
司
、
L
H
》
言

雨
園
に
お
け
る
こ
財
の
債
格
比
率
が
等
し
い
こ
と
を
示
す
式

Q
-
H
C
H
M
目
、
L
H
V
E
H
H
v
e
L
H
M
S

以
上
の
十
四
ヶ
の
式
の
う
ち
、
(
可
・
6
と
(
可
・
。
)
式
の
う
ち
一

ヶ
及
、
び
Q
-
s
d
r
つ-
H
。
)
式
の
う
ち
一
ヶ
が
濁
立
で
な
い
こ
と

は
第
二
節
で
の
ベ
た
。
従
っ
て
濁
立
で
あ
る
方
程
式
は
十
ニ
ヶ
で

あ
る
。
費
敷
の
う
ち
H
h
、
め
、

4
4
h及
び
恥
の
六
ヶ
は
既

速
の
よ
う
に
コ
ジ
ス
タ
ン
ト
な
構
造
係
数
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
未
知
数
は
十
六
ヶ
あ
る
。
所
で
第
四
闘
か
ら
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第六回/(英図)

Jt 

y 

8 

， 

Py 

明
ら
か
な
よ
う
に
、
雨
闘
が
ど
の
財
を
い
か
ほ
ど
轍
出
入
す
る
か

は
、
コ
ジ
ス
タ
ン
ト
な
構
造
係
数
た
る

o
及
び
，
c
貼
の
座
標
の

Ha、
Hh、
H
a及
び
H
hの
値
に
よ
づ
て
定
ま
る
か
ら
、
以
上
の
方
程

J

l

e

-

-

'

1

・

ハ

2
〉

式
に
加
え
て
更
に
次
式
を
得
る
。

〆
ハ
吋
-
H
M〉

(
可
-
H

∞)

日子
!
?
(
H
3
l培、む

日
l
同
一
一
戸
・

K
M
は
ド
l
kド

N

H

目ミ。
1
T
h
q
、、a

N

更
に
第
六
節
で
の
べ
た
よ
う
に
、
貿
易
開

始
前
の
圏
内
均
衡
貼
に
お
け
る
雨
園
の
こ

財
の
均
衡
債
格
と
、
園
際
均
衡
賠
に
お
け

る
線
支
出
額
H
綿
所
得
額
の
聞
に
は
‘
園

際
均
衡
賄
に
お
い
て
特
定
化
さ
れ
る
無
差

別
曲
線
の
牛
径
を
、
通
じ
て
一
定
の
開
係
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
失
の
如
く
に
あ
ら
わ
さ

れ
る
。

(一可・

H
A山
)

(
一
『
・
口
〉

h
h
a
H
旬
、
言
(
『

2
+『章。

1
2
a
)
・

民
川吉:
ド咽 s 
~- ~ 

。"
く干 + 
斗~建 11可
『、言|言

↓ s 
'" )民

" 、J

号苦

情、

J 
a 

NIごと

ωI~ミ
巴~ I ~ヨ

+1+ 
巴喧 | 治

5
3
+
や
F
・S
R
O
)

L

P

H

官。。

右
ニ
式
に
お
い
て
、
旬
、
2
0・
旬
、
さ
と
旬
、
哩
S
O
W
N
J
S
及
び
『
、
a
a
p
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一

様

論

議

第
三
十
五
巻

『、

E
ほ
貿
易
開
始
前
の
圏
内
均
衡
鮪
に
お
け
る

X
財
と

Y
財
の
均

衡
債
格
及
び
特
定
化
さ
れ
た
無
差
別
曲
線
の
宇
径
で
あ
る
o

h
h
s
a
s
s
z
r
及
び
足
時

H
3・
6
2
3
は
そ
れ
ぞ
れ

c
及
び
，
c
の

座
標
に
、
よ
っ
て
決
ま
る
か
ら
、
そ
れ
自
身
コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
値
で

あ
る
。
第
四
圃
で
い
う
と
、
品
山
黙
か
ら

m
軸
に
垂
線
を
下
し
、
そ

の
交
貼
を
8

と
す
れ
ば
角

8
3
を
度
で
あ
ら
わ
し
た
の
が
的
で

あ
り
、
，
h
賄
か
ら
mw

軸
に
垂
線
を
下
し
?
そ
の
交
鮪
を
，
s
'と
す
る

時
、
角
旬
、
也
、
J

を
度
で
あ
ら
わ
し
た
の
が
向
で
あ
る
。

以
上
の
十
八
ヶ
の
式
が
園
際
均
衡
を
示
ナ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

が
、
濁
立
の
方
程
式
は
既
述
の
よ
う
に
十
六
ヶ
で
あ
る
が
、
未
知
数

は
貿
易
開
始
前
の
雨
園
の
圏
内
均
衡
シ
ス
テ
ム
が
解
か
れ
て
い
る

限
り
、
九
、
九
、
九
、
九
、
品
、
句
、
均
約
、
，
h
、，
h
、，
h
、

，h
、
花
、
品
、
旬
、
川
の
十
六
ヶ
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
間
際
均

衡
シ
ス
テ
ム
は
一
義
的
に
解
か
れ
る
。

第
六
節
で
の
ベ
た
ζ

と
は
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ス
タ

ン
ト
た
樟
遺
係
敢
に
づ
い
て
は
貿
易
開
始
前
と
同
様
と
し
、
従
っ

て
、
内
は

策
玄
掛
制

f; 
;:2 

∞ 

。、|品。01トA

-1>・ 10、

お1:

. . 
R
S
H
ω
H
O
N∞、

叉
圏
内
均
衡
賠
に
お
け
る
値
と
し
℃

旬、
E
e
H
N・8
0
u
旬、司、
s
e
H
H
-
N
N
P
『、ま
-
H
2
0
0

と
し
、
英
園
に
づ
い
て
も
同
様
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
構
造
係
教

は
貿
易
開
始
前
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
的
は

》

、

0

・∞
N
K
H

喧、、・
r

叫

a
s
u∞c
誌、
H
I
l
l
H
s
h
1・
・

.
-
F
H
M∞。ぉ、

h
H

・H
u

w

a

h
問、ふ‘

s

圏
内
均
衡
黙
に
お
け
る
値
と
し
て

旬、
E
H
H
-
N
N
P
N
u
t
z
H
N・0
8・『、
2
H
A
P
-。。。

と
し
て
、

Q
-
C
l
Q
-
H
S
式
の
シ
ス
テ
ム
を
解
い
た
結
呆
を
一
不

(

4

)

 

し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

(
可
・
巴
)
式
は
ド
イ
ツ
の
貿
易
牧
支
均
衡
を
示
し
た
の
で
あ
る

が、

Q
-
H
C
i
Q
-
E
)
式
か
ら
、
英
園
の
貿
易
牧
支
均
衡
を
示

す
式

(
S
l
h
q
t
)
H
U
H
-
な
e
l官、も

30

を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
、

(

1

)

第
二
節
註
(

3

)

を
参
照
。

(

2

)

策
問
闘
に
お
い
て
e
と
J
6

を
結
ぶ
直
線
。
方
程
式
は
、
座
標

を
そ
れ
ぞ
れ
(
泊
、
ド
ト
目
、
、
、
s
)
w
(
l
H
J
W
K
、
。
)
と
し
て
、

E
、、・ト之、

(

H

)

喧

H
l
J司
」
1
引
同

!
?
i
H、、a
)
|
培、、
s

h
h
o
」
自
治

8

又
原
結
と
hw
を
給
ぶ
直
線
は
直
線
，
m
に
垂
直
だ
か
ら
、
そ
り
方
程

498 
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式
は
ー

:
H
K阿
川
内
同
l
-
s

j
o
a、、。+鵠ミ
9

2

爾
式
を
連
立
さ
せ
て
へ
習
を
求
め
る
と
、

へ、a
E

ミ
ー

HJ+Hミ

a

S
H
U
l
-
-
ぃl
1
1
1
1
1

N

N

培、、。+山首、、
s

H
U

喧
ぷ
+
喧
、
、
a

噌ミ
a

会

)

喧

H
I
l
l
-
-
i
1
l
i
l
i
-
-

u

u

へ、。十
H

ぷ

N

mw
及
び
例
式
。
へ

y
は
い
う
ま
で
も
な
〈
本
文
の
記
撲
を
使
っ

て、
(

N

)

 

H
H
E
l
H、a
H
H
V
I
P
D
W
山首
H
官、
a
l
M
E
H
3
1培、。

マ
あ
る
。

(
3〉
(

吋

-
H
3
式
4

に
つ
い
て
説
明
ナ
る
o

第
四
聞
に
お
い
て
仇
貼

か
ら

z
軸
に
垂
線
を
下
し
て
交
鮎
を
8

と
せ
よ
。
角
富
山
古
は

e
駄

の
座
標
に
よ
っ
て
定
ま
る
コ
シ
ス
タ
ン
ト
な
大
き
さ
を
持
ヲ
が
、

そ
れ
を
百
度
と
し
よ
う
(
以
下
、
第
四
象
限
の
圃
を

m
一
戦
に
封
A
認

に
第
一
象
限
に
描
い
た
も
白
と
し
て
座
標
は
全
て
五
億
を
と
る
も

白
と
ナ
る
)
。
直
線
舶
及
び
岬
白
長
吉
(
即
ち
仇
白

Z

及
び

uu
座

標
)
は
、
角

g
S
及
び
直
線
舶
が
奥
え
ら
れ
れ
ば
定
ま
る
。
所

明
、
、
国
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

〈
H
)

。S
H
g句
+
大
尽
き
|
姐
3aa

マ
あ
る
。
但
し
、
、
、
a
き
は
貿
易
開
始
前
白
圏
内
均
衡
鮎
に
お
い
て

特
定
化
さ
れ
た
無
差
別
曲
線
白
宇
径
で
あ
る
。
従
っ
て
仇
駄
の

Z

座
標
倒
と

F
座
標
舶
は
、

同
心
国
的
手
法
に
よ
忍
図
際
貿
易
自
幾
何
拳
的
分
析

円

N
)
S
H
。3
・
2
2
H
a

〈

ω)

さ
H
H
。s
・
包
SRAM

-
方
、

rイ
ヅ
白
貿
易
開
始
前
の
図
内
均
衡
黙
に
お
け
る
輪
開
算
直

線
の
方
程
式
は

N・000(HMU、言。
)
q
-
a
o
(
リ
ミ
ピ
)

3

1

ーー
I
l
l
i
t
-
-
1
l
i
l
i
-
-
-

u
H
-
N
N
#
(
H旬、言。
)
H
-
N
N犬
H
旬、
EO)

記
援
は
』
町
、
E
(園
内
均
衡
黙
に
お
け
る
線
支
出
額

H
総
所
得
額
)

の
他
は
本
文
に
白
ぺ
で
あ
る
。
川
w式
白
直
線
は
図
際
均
衡
鮎
に
お

い
て
は

e
駄
に
肉
っ
て
平
行
に
移
動
し
て
仇
駄
で
新
し
い
宇
径
を

持
つ
無
差
別
曲
線
に
接
ナ
る
。
こ
の
移
動
し
た
直
線
白
方
程
式

は
、
向
及
び
mw
式
を
使
っ
て
、

3

1

1
中
F
E
E
E
l
s
)・

L

円
曲
言
。

5
3十唱団
p
・
2
さ

h
-
q
s
o
 

mw式
白
直
線
は
、
図
際
均
衡
勲
に
お
い
て
特
定
化
さ
れ
る

y
イ
ツ

の
無
差
別
曲
線
に
接
し
て
い
る
か
ら
例
式
の
右
遜
第
二
項
は
次
式

。
第
二
項
に
等
し
い
。

(
⑦
市
ー
や
p
・

1!?

ト
国
有
Q

C

B

ト
目
、

a
。

従
っ
て
、

Q
-
H
3
式
を
得
る
。

(

4

)

貸
際
白
手
績
は
、
、
患
を
岡
上
で
求
め
て
、
、
s
o
H
U・
ミ
∞
と

じ
て
い
る
白
マ
、

Q
-
H
3
式
は
次
白
よ
う
に
な
る
。

.回

H
I
H
M・Ha可一ご
λ

包

SUH.0N∞、
l

寸
∞
・
品
主
C
X
S白
ωHoN∞、
H
唱・唱。。
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八

第
七
節
の
(
H
・
6
l
Q
-
H
∞
)
式
の
シ
ス
テ
ム
を
解
い
て
、
図

際
均
衡
賄
に
お
け
る
雨
園
の
穂
支
出
額
H
纏
所
得
額
並
に
特
定
化

さ
れ
る
無
差
別
曲
線
の
今
径
を
求
め
て
、
そ
れ
ら
を
、
同
a
p
』

hs

並
に
『
主

pp-
と
し
よ
う
。
と
れ
ら
の
値
を
、
Q
・
6
l
Q
-
a
)

式
に
代
入
し
、
第
三
節
で
の
ベ
た
方
法
で
書
き
換
え
れ
ば
次
の
六

-F

の
式
を
得
る
。

(∞
-
H
)
 

守、、
alh唱し同
l
T

守
ど
!
?
)
凶
H
P急時

H
M
g
H
R
。¥-za+
八
円
伊
・
三
一

kI£

¥

F

/

，

噌

a
!』目、
a

¥

~

目、

s
l
l
目、
S

』

H
M
E
H
M
F
O
E
-
f
川
伊
・
三

』

/

町

培

S
1』目、
a

¥

(旬、、

elhg)同
+
(
司
、
、
。
!
日
、
。
)
同

H
3リ。

N

N
M
S
H畑
町

S
F
e
+川市
υ
p・
と
¥
医
レ
川
向
↑

』

戸

/

望

。

!

日

、

。

三

日

1
0
1
3

」

H
V
O
H
H
L
1
h刊
問
・
と

¥
/
e

可

。

!

日

、

。

¥

合
同
〉
1
9
・
い
〉
式
及
び
(
∞
・
芯
|
(
∞
-
m
)
式
は
第
三
節
で
の
べ

た
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
間
際
均
衡
黙
に
お
け
る
ド
イ
ツ
及
び

(∞
-
N
)
 

(∞・

ω)

(∞
-
K
C
 

(∞
-
M
)
 

(∞
-m) 

英
図
の
二
財
に
封
す
る
需
要
決
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
3
・
3
1

2
・
3
式
に
お
い
て
九
(
又
は
ん
)
に
零
か
ら
順
共
大
な
る
値
を

興
え
て
ゆ
け
ば
、
九
(
又
は
ん
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
僚
に
針
臆
す
る

ん
(
丈
一
は
ん
)
、
判
明
会
ω
仇
の
値
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
第
一
同
で

試
み
た
と
同
様
に
、
二
次
元
の
グ
ラ
フ
に
ド
イ
ツ
の
園
際
均
衡
賄

に
お
け
る
こ
財
の
需
要
曲
線
を
描
く
こ
と
が
出
来
る
。
(
∞
・
6
|

貧
血
〉
式
を
使
っ
て
、
同
様
に
英
園
の
閤
際
均
衡
賠
に
お
け
る
ニ

財
の
需
要
曲
線
を
描
き
得
る
。
第
五
闘
の
第
四
及
び
第
二
象
限
に

描
か
れ
た
ド
イ
ツ
の

X
財
と

Y
財
の
需
要
曲
線
は
、
治
、
、
s
H
m
-
∞
N
P

培
、
、
s
H
#
・
口
晶
、
p
-
H
ω
・

3
∞匂畑町
γ

。H申・
3
0
と
し
て
、
(
∞
・
。
1
2
・
6

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
第
六
聞
の
英
園
の
二
財

の
需
要
曲
線
は
、
泊
、
、
o
H
E
R

手
Ha・∞
N
P
P
J
。Hω・
3
∞u

同
E

H
申
・
唱
。
。
と
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
曲
棋
の

性
質
に
ヲ
い
て
は
第
三
節
で
の
べ
た
こ
と
か
ら
類
推
出
来
る
か
ら

し
て
こ
L

で
は
の
べ
な
い
。

叉、

q
・
3
l
Q
-
H
O
)
式
を
書
き
換
え
れ
ば
、

治、

9
4
2
¥
久利叩)叫

え

L
t
i
¥
〉

k
bじ
よ
・
N
M
F

:{・
E
H一之

:
f
H》
E
¥
」

吋

苦

(
∞
-
一
可
)

(∞・∞)

5ω 

込」血』←ー←



〈∞・唱)

をヨ
ミ昼、 '"、

。 H
H 『

ヲーミ¥
〈¥之¥

そっ午
，..戸『¥

戸ヘI 'ドロ I~

，;tJ 1~1 之L
¥ー/

plp 

(∞
-HO) 

(∞・

3
1
2・
8
式
は
ド
イ
ツ
の
二
財
の
供
給
決
定
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
が
、
前
述
の
園
際
均
衡
射
に
お
け
る
需
要
曲
線
を
描
く
揚
A
口

に
得
ら
れ
た
一
封
の
九
と
p
刊
の
種
K

の
値
を
(
∞
・

3
1
2・
3
式

に
入
れ
て
、
そ
れ
ら
に
封
躍
す
る
，
h
と，
h
の
値
を
求
め
れ
ば
、
園

際
均
衡
賄
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
二
財
の
供
給
曲
棋
を
描
く
と
と
が

出
来
る
。
第
五
闘
の
ド
イ
ツ
の
第
四
及
び
第
二
象
限
に
描
か
れ
た

X
及
び

Y
財
の
供
給
曲
線
は
『
Z
H
K
F
・

8
0
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に

し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
∞
・
。
)
|
(
∞
・

5
)
式
は
英
国
の
ニ

財
の
供
給
決
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
ニ
ヶ
の
式
を
使
っ

て
、
ド
イ
ツ
の
揚
令
と
同
様
の
方
法
で
第
六
闘
の
第
二
及
び
第
四
/

象
限
に
園
際
均
衡
賠
に
お
け
る
英
園
の

X
財
及
び

Y
財
の
供
給
曲

線
が
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
囲
際
均
衡
黙
に
お
け
る
需
給
決
定
シ
ス
テ
ム
の
一

O
ヶ

の
式
に
加
え
る
に
、
二
財
の
需
給
が
園
際
市
場
を
通
じ
て
等
し
い

と
と
を
示
す
式悶

心
筒
的
手
法
rh
よ
る
厨
際
貿
易
自
幾
何
拳
的
分
析

(
∞
-
H
C
a
s
+
h
g
u
h
k
s
+
h
官
、
?
(
∞
-
H
S
M
H
a
+
目、。
H
問
、
a
+
日¥。

及
び
雨
園
の
貿
易
牧
支
が
均
衡
す
る
こ
と
を
示
す
式

(
∞
・
己
)
(
p
l
h閉じ
)
H
M
g
H
l
Q
s
l
問
、
も
同
V
E

及
び
雨
園
の
ニ
財
の
一
債
格
比
率
が
等
し
い
こ
と
を
示
す
式

(
∞
-
H
C
H
M喧
LHVNSHH》芭¥同

νs

を
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
十
四
ケ
の
式
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
は
、
第

七
節
の
Q
-
C
l
q
-
H
S
式
の
特
別
の
表
現
で
あ
る
。

(∞・

6
、(∞・

6
、(∞・

3
及
び
(
∞
・
∞
)
式
の
う
ち
一
ヶ
、
並

に
、
(
∞
・

3
、
(
∞
-a)
、
(
∞
・
ゆ
)
及
び
(
∞
-
H
O
)
式
の
う
ち
一
ヶ
は

(
1
)
 

濁
立
で
な
い
の
で
、
(
∞
-
H
)
|
(
∞

-E)
式
の
う
ち
猫
立
な
方
程
式

の
教
は
十
ニ
ヶ
で
あ
る
。
襲
教
の
う
ち
、
夫
、
s
u
h
明
ぷ
也
、
、
号
培
、
、
F
『
S

S
の
六
ヶ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
た
構
造
係
数
で
あ
り
、
』
h
a
D
W
』
h
g
w

p
~
F
3
与
は
所
輿
で
あ
る
。
従
っ
て
、
未
知
数
は
、
h
q
号
g
w
h
問
、
号

沿
、
?
?
手
官
、
号
噌
、
f
H
V
R
Q
W
H
M
S
N
M
S
W
H
V
E
の
十
ニ
ヶ
で
あ
る
か
ら

シ
ス
テ
ム
は
一
義
的
に
解
か
れ
る
。
第
五
閥
、
第
六
闘
の
第
四
及

び
第
二
象
限
は
、
と
の
解
の
幾
何
回
申
的
表
現
な
の
で
あ
る
。

(

1

)

例
え
ば
(
吋
・

3
式
が
非
濁
立
と
せ
よ
。
こ
の
式
を
使
っ
て

(可・

3
式
か
ら
(
∞
・

3
と
(
∞
・
∞
)
式
を
導
い
て
い
る
か
ら
そ
り

ラ
ち
一
ク
は
凋
立
で
な
い
。
(
宮
山
大
血
中
講
師
)
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